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       調査主体：本丸会館とまちづくりの会 ／ 協力：富山県建築士事務所協会高岡支部 

高岡市本丸会館本館の保存活用に関するアンケート 
 

 
本丸会館本館の保存活用についてお聞きします。該当する箇所に☑を入れてください。 

１．本丸会館本館の保存活用に関する市民活動が行われていることをご存知ですか？ 
□知っている  □少し知っている  □知らない 

２．本丸会館本館の上記説明文のような歴史を知っていますか？ 
□知っている  □少し知っている  □知らない 

３．本丸会館本館を利用したことがありますか？ 
□利用したことがある  □利用したことはない  □行ったことがある  □行ったことがない  □勤めていた 

４．本丸会館本館を保存・活用したいですか？ 
□保存･活用したい  □保存･活用するほうがよい  □保存･活用しなくてよい  □どちらでもよい 

保存･活用したい、保存･活用するほうがよいとされた方におたずねします（以下、複数回答可）  

５．なぜ保存・活用の必要があると思いますか？ 
□歴史上重要だから  □市民の宝だから  □まちづくりの資源だから  □観光資源だから  □その他（        ） 

６．この建物は、現在高岡市が所有していますが、活用の際 誰が所有するのが好ましいですか？ 
□高岡市  □ＮＰＯ  □企業  □第３セクター  □市民団体  □市民  □利用者  □その他（        ） 

７．保存や活用にかかる経費は誰が負担すべきですか？ 

保存 □高岡市 □ＮＰＯ  □企業  □第３セクター  □市民団体  □市民  □利用者  □その他（        ） 

活用 □高岡市 □ＮＰＯ  □企業  □第３セクター  □市民団体  □市民  □利用者  □その他（        ） 

８．活用主体はどんな組織が好ましいですか？ 
□高岡市  □ＮＰＯ  □企業  □第３セクター  □市民団体  □市民  □利用者  □その他（        ） 

９．どのように活用したらよいですか？ 
□展示（美術館、博物館、資料館） □集会（研修、発表、生涯学習） □教育・研究（大学サテライト教室、研究支援） 

□業務（オフィス、デザイン工房、団体事務所） □イベント（ショールーム、ギャラリー、寄席、ライブ、ミニシアター）  

□商業（店舗、ブティック、チャレンジショップ） □飲食（レストラン、カフェ） □観光（ビジターセンター、物産館、） 

□健康・医療（急患センター、保健センター、フィットネス） □その他（                ） 

10．その他ご意見などございましたらご自由にお書き下さい。 
 

   

 

11．性 別  □男  性   □女  性  

12．年 齢  □10 代  □20 代  □30 代  □40 代  □50 代  □60 代  □70 代  □80 代  □90 代～ 

13．職 業  □学生  □会社員  □主婦  □無職  □経営者  □その他（          ） 

14．住 所  □高岡市内（      校下）  □高岡市外（       都 道 府 県       市 町 村）  

差支えなければご記入ください。・・・情報誌 TAKADEN NEWS を配信します。  配信を □希望します □希望しません。 

氏名            住所                   電話            e-mail
 

※このアンケートにより知りえた情報につきましては、上記活動のためにのみ使用するものであり、使用後は適切に裁断し処分いたします。 

ご協力ありがとうございました。（調査者連絡先 939-1121 高岡市戸出光明寺３３５－２ 太田清 Tel･Fax 0766-63-7383） 

私たちは現在、高岡古城公園の本丸広場の正面に位置する本丸会館本館（旧高岡電燈株式会

社社屋）の保存活用に向けた市民活動を行っています。 

本丸会館本館は、後に北陸電力に統合された高岡電燈株式会社社屋として昭和 9 年に建設さ

れたもので、ものづくりのまち高岡の近代化における中心的な存在でした。 

設計には、日本初の建築デザイン運動グループである『分離派建築会』のメンバーとして活躍

した矢田茂が参加しています。 

この建物の用途はそれぞれの時代のニーズにより、高岡電燈社屋、北陸電力社屋、高岡市役所、

そして本丸会館本館と変遷してきました。 

明治 33 年の高岡大火の失意のどん底から立ち上がり、私財を投じて近代化を推進した町衆

たちの心意気を語る上でも、昭和 34 年から昭和 55 年まで市役所として利用した市民一人一

人の人生を語る上でも本丸会館本館は欠くことのできない存在といえます。 

時代の流れはフローからストックへと大きく転換しようとしています。 

それに呼応して地域固有の近代化遺産を保存しようとする動きが全国各地で多くみられるよう

になりました。本丸会館本館においても、保存活用の議論が進められなければならないと考え

ますが、高岡市では、取り壊しを前提とした『本丸会館跡地利用』という方向で検討が進めら

れているようです。 

このような中、本丸会館本館の保存活用に取り組むことは、高岡市が市民と一丸となって進め

ようとしている歴史都市高岡の実現に向けて、必要不可欠なことと確信いたしております。 

このアンケートは、高岡市本丸会館本館の保存活用について、市民・事業者・専門家の立場

から高岡のこれからのまちづくりについて、皆様方のお考えをお聞きするものです。 

今後の保存活用実現に向けて、共に夢を語る材料としてアンケートにお答えいただければ幸い

に存じます。 

旧高岡電燈竣工当時の様子

客室 

階段室天井鏝絵 


